
 

 

 

 

 

 

 

まちづくりにおけるアート事業の展開と可能性 

（文責）九州大学 鶴崎直樹 

 

１．はじめに 

 アート作品やアートプロジェクトは、それらが展

示される空間・場に質的変化をもたらし鑑賞者や参

加者に心理的な豊かさや非日常性を提供することか

ら、これまで多くの都市や地域で景観形成やまちづ

くりの視点より活用されてきた。近年では、経済情

勢の低迷より積極的活用はなされないもののアート

の指向性や形態の変化には多様性が確認できる。 

こうした都市と同様に福岡市は1980年代以降「彫

刻のあるまちづくり」事業を手始めに複数のアート

関連事業を企画・実施してきた。そして同市による

アート関連事業を概観すると作品の特徴、設置形態、

運営主体、運営方法等は時代背景に影響された変化

とともに、現在では新たな展開がみられる。 

そこで本稿では、福岡市における都心空間の魅力

向上を目指した 1980 年代以降のアートを活かした

まちづくりの動向を概観するとともに、アート作品

やアートプロジェクトに注目し、事業の運営主体、

運営方法、他主体との関係や連携の実態等の変化を

考察し、さらに、今後の都市デザインにおけるアー

ト作品やアートプロジェクトについて述べたい。 

 

２．福岡市におけるアートプロジェクトの展開 

福岡市は、最初のアート事業である「彫刻のある

まちづくり」１）（1983年～）以降、「ミュージアム・

シティ天神」（1990年～2000年まで隔年開催）、「ミ

ュージアム・シティ・プロジェクト」２）（1990年～

2009年）、「福岡アジア美術トリエンナーレ」（1999

年～2014年：５回開催）、「Fukuoka Art Next」
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（2022年度開催開始）の関連イベント「FaN Week」

など複数のアート関連事業を実施しており、主に天

神・博多を中心とする都心部で展開している（図１）。

これら一連の同市におけるアート事業は、事業の主

体や内容、参加者や組織が変化し、① 行政主導に

よるアートの展示期、②アーティストと民間主体の

事業展開期、③まちなかミュージアム＋交流の推進

期、④新たな主体の参画と事業の多様化期のような

複数のフェーズを経由してきた。 

 こうした変化は、他都市においても共通すると思

われるが、福岡市では特に④のフェーズにおいて特

徴的な展開がみられる。次節では、各フェーズにお

ける主要な事業について概説する。 

2-1.「彫刻のあるまちづくり」とパブリックアート 

 福岡市は、「都市が美しく感じられ、ゆとりとう

るおいのあるまちづくりを市民全体で共有できる都

市空間を生み出す」ことを目的として1983年度から

2001年の間、「彫刻のあるまちづくり」事業を実施

し25基の彫刻を設置した。このほか市内には福岡市

美術館の屋外や商業業務系施設の公開空地等に 100

点を超えるパブリックアートが設置されているが、

その多くが本事業の実施期間（1986年～2000年頃）

に設置されたものである。現在においては、この時

期に設置されたパブリックアート群は、同市が推進

する「アートを媒介した市民主体のまちづくり」と

理念や主旨とやや乖離し、また、設置された彫刻の

今日的な芸術性評価は当時と異なると思われるが、

現在も存在する作品は都市空間のなかで積層され、

都市空間の素地を形成する要素・芸術的資源として

質的向上に寄与していると言える。 

2-2.「ミュージアム・シティ・プロジェクト」（MCP） 

「ミュージアム・シティ・プロジェクト」は、ア

ーティスト、行政関係者、 民間企業関係者ら有志で

構成された非営利組織であり、1990 年から 2000 年

まで隔年で福岡市天神地区を中心として公共施設、

商業施設等の都心部にアートを展示するイベント

「ミュージアム・シティ・天神(MCT)」（1998 年

から開催地区を拡大し「ミュージアム・シティ・福

岡(MCF)」となった）などを開催していた。MCT

は 10 年の時限付きで実施されたが、2001 年以降は

現代アート専門の期間限定アートスクール「天神芸

術学校」、期間限定アートセンター「冷泉藝館」、

クリスマスアートバス、アートホテルプロジェクト、

ギャラリーアートリエの企画運営などより日常的な

活動を実施した２）３）。また、当初は、様々な都市空

間でのアート展示を主な目的としていたが、年ごと

にテーマは変化し、1998年から旧御供所小学校での

アーティスト・イン・レジデンスが開始され、制作

過程の公開や交流がより重視されていた。 

2-3.「福岡アジア美術トリエンナーレ」 

福岡市美術館で1979年から5年ごとに実施されて

いたアジア美術展を前身とする福岡アジア美術トリ

エンナーレは、『福岡アジア美術館の継続的な調査

研究や交流事業の成果と蓄積を生かして、3 年ごと

に、毎回異なるテーマでアジア21か国・地域の美術

の新傾向を紹介する展覧会』４）として、福岡アジア

美術館とその周辺地域で1999 年から2014年まで5

回開催された。その内容は福岡アジア美術館を中心

としたアート展示、アーティストによるワークショ

ップ等の交流プログラムのほか、まちなかでのパフ

ォーマンスなどであった。また、福岡アジア美術館

が立地する博多エリア内のアパートをリノベーショ

ンしたオフィスビル「冷泉荘」等を会場として、そ

の特徴を生かした作品の制作展示も行われた。 

2-4. Fukuoka Art Next (FaN) 

Fukuoka Art Next（FaN）は2022年度から福岡

市が主導する現行のプロジェクトであり、「アート

のある暮らし」と「アートスタートアップ」の2つ

の軸を掲げており５）、前者については、「アートの

持つ価値と魅力を市民が再認識し、国内外に発信す

るまちを目指し、市民の Well-being の向上をはか

る」ことを目指し、啓発・情報発信に加えてアート

を活かしたイベント「FaN Week」の開催等の取り

組みが行われている。また、後者については、「ア

ーティストの創造活動・交流を通してアーティスト

が成長するまちを目指し、世界で活躍する福岡発の

アーティストの増加を目指す」ことを目的に「アー

トフェアアジア福岡」の官民連携開催（2015年～）、

旧舞鶴中学校の校舎を活用した Artist Café 

Fukuokaの事業運営、福岡アートアワード、ウォー



ルアートプロジェクト等の取り組みを進めている。 

FaNは、福岡市経済観光文化局アートのまちづく

り推進担当（2022年度設置）と福岡市美術館、福岡

アジア美術館を中心とし、同市関連では、文化財活

用部、道路下水道局等、また、外部として福岡市文

化芸術振興財団、福岡観光コンベンションビューロ

ー、FaNプロジェクトパートナー（企業や団体、大

学等）、Art Fair Asia Fukuoka 等の組織が連携・

協働し実施されている（図２）。そしてこの FaN

の取り組みのなかで特に重要なのが Artist Café 

Fukuokaの運営である。この施設は大濠公園に隣接

する旧舞鶴中学校の敷地内の校舎を改修し開業され

たものであり、内部には、ギャラリー、コミュニテ

ィスペース、工房等の機能が配置されている（図３）。

また、この施設は、現在、蔦屋書店での運営実績を

有する民間の運営委託業者カルチュア・コンビニエ

ンス・クラブ（CCC）により運営されており、カフ

ェの営業とともに、①アーティストやギャラリーな

どさまざまな専門アドバイザーによる相談業務、②

ワークショップやトークイベントの開催、③アーテ

ィストと企業とのマッチング、④ホテルのロビー等

でのアート展示と販売会等の業務をおこなっている。 

事業内容等に関する福岡市経済観光文化局アート

のまちづくり推進担当者および CCC の担当者への

ヒアリングでは、以下のような点が明らかとなった。 

まず、この FaN は、旧大名小学校跡地でのスタ



ートアップカフェでの企業マッチング等のノウハウ

や知見が生かされているとのことであり同市の都市

経営戦略と手法が横断的に展開されていると言える。 

次に、アートのまちづくりの課題として、組織体

制や相談・コーディネートに関わる人材の育成や専

門性の充実と仕組み化（コーディネート環境の充実）、

貸館事業で収益を獲得する事業形態（美術館）とは

異なる事業価値の一般化（事業の価値や貢献性）、

国内他地域で開催される芸術祭との差別化（事業の

独自性）、アーティストが国際的に活躍できる場づ

くり（アート活動環境の整備）がある（図４）。さ

らに、これらの課題に対し、様々な観点より効果的

な対応策を検討し進めているとのことであった。 

 

３．まとめ 

以上、本稿では、福岡市におけるアートに関する

事業について、その変遷と内容を概観した。そして、

福岡市では1980年代から1990年代にかけて「彫刻

のあるまちづくり」事業や民間企業によるパブリッ

クアートの設置が進み、その後、「ミュージアム・

シティ・天神」では、都心のパブリックスペースの

空間性と作品との対比に着目した展示が進み、加え

て1990年代後半よりアートと地域、社会との交流も

重視されるようになった。この指向性は、1998年以

降のミュージアム・シティ・プロジェクトの活動や

福岡アジア美術トリエンナーレの交流プログラムに

見られ、現在においても重要とされている。さらに

2022年開始のFukuoka Art Nextでは、アーティス

トや芸術関係者のみならず多様な主体が参画すると

ともにマッチングのような複数主体を媒介する手法

や新たな仕組みを用い取り組みを進めている（図５）。 

最後に、市の担当者とArtist Café Fukuokaの運

営事業者へのヒアリングでは、アートの価値の評価

や伝達の難しさに対し、実物を鑑賞し触れる機会を

提供するため展示や情報発信、ワークショップ等の

従来の取り組みに加え、アーティストが活躍する環

境整備や企業など多様な主体の参画を促す仕組みづ

くり、そして、媒介するコーディネーターやアドバ

イザーの役割の重要性が強調された。今後、他の都

市や地域でアートを活かしたまちづくりや都市デザ

インをおこなう際、こうした視点や仕組みの構築や

地域を横断する協働環境づくりが鍵となり得るかも

しれない。 
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